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挨拶運動の到達点～「生きた挨拶」を目指して～ 
学級活動部門長 菅 愛里紗   

 

先月末、学校で行われた「先生あいさつウィーク」は、その名の通り、「元気に挨拶をしよう」という教師の活動を強化する１週

間でした。子どもたちに元気な挨拶をしてもらえるよう、まずは教師が「おはようございます。いい挨拶だね。」「おはようございます。

今日も朝から元気でいいね。」と手本となる様な挨拶を目指しました。子どもたちも、先生方の声につられるように大きな声での挨

拶を意識する１週間だったように思います。 

私事ではありますが、三角山小学校の挨拶を活発にしたいと願い、挨拶を担当する部門を担って２年目を迎えました。昨年度

末の学校評価では、ありがたいことに児童や教師から挨拶運動に対する肯定的な評価が多く得られたことを受け、今年度始めに

挨拶に対する意識の更なる向上を目指そうと決意を新たにしたところです。肯定的な評価の一方で、「挨拶に頑張って取り組ん

だ。」という子どもの達成感が保護者の方々にはあまり届いていない、という課題も伺い知りました。子どもたちは学校の中では挨

拶に大変熱心に取り組んでいます。しかし、私たち、教職員が把握できるのはやはり「学校の中」での子どもの姿であり、学校の外

で、もっと言えば日常で、子どもたちがどれほどに挨拶をしているのかを知ることはできません。その姿を知っているのは保護者・地

域の方々だったので、評価の差が生まれたのではないかと分析しました。そこで、今年度は「いつでも、だれにでも、どんな時もあ

いさつをできるように」ということに重点を置いて挨拶運動に取り組みたいと考えています。 

ここで、挨拶に関連する話を一つ御紹介します。私が

担当する第５学年では道徳科の学習で『あいさつって』と

いう教材を扱いました。挨拶についての様々な場面を通

し、なぜ挨拶が必要なのか、挨拶をすると自分や相手に

どんなよい効果があるのかということを考えたり、反対に、

挨拶をしないと自分や相手はどんな気持ちになるのかを

想像したりする学習内容でした。そこで改めて学んだこと

は、上の記述にもあるように、「挨拶は、した人もされた人もいい気持ちになる。」ということです。具体的に言うと、挨拶をする人は

相手からの返事をもらうことで安心感を覚え、嬉しい気持ちになります。挨拶をされた人は、挨拶してもらえたことに嬉しさを覚え、そ

の嬉しさから同じように挨拶をするようになる。だからこそ、挨拶は形式的なものではなく、心を込めて相手に届くようにすることが望ま

れるのだということなのです。 

私は挨拶運動で一番に目指す姿を、「大きな声で挨拶すること」だとは考えていません。もちろん、運動期間中に先生に負けな

いように、元気で大きな声を出すことは望ましい姿ではありますが、そこが到達点ではないはずです。目指す姿は「挨拶のよさを実

感し、挨拶運動を通して練習した挨拶を実生活で行う姿」です。そして、その姿は、私たち教職員のみならず、保護者・地域の

方々と共に子どもに伝えていくことが大切だと考えます。子どもは学んで成長していく存在ですから、「学ぶ」の語源の通り、挨拶も

「真似をする」ことから始めようとするでしょう。そんな時、見本となるのは、教職員の日常の姿であり、保護者・地域の方々の姿で

しょう。私たちが自らの姿で伝えようと努めることで、子どもたちも「挨拶されるっていい気持ちなんだな。」「挨拶を返すと相手も嬉

しそうだ。」と実感をもって知ることができるのだと思います。 

あいさつ運動で育んだ子どもたちの元気で素敵な挨拶が、学校の挨拶運動だけでなく、地域にも還元されていくようなそんな

「生きた挨拶」を目指して、今年度も挨拶運動に取り組んでいきます。保護者・地域の皆様におかれましても、引き続き御協力よろ

しくお願いいたします。 
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【７月の主な行事予定】 

１日（金） 

４日（月） 

 

 

６日（水） 

 

 

８日（金） 

11 日（月） 

12 日（火） 

13 日（水） 

 

 

14 日（木） 

 

 

15 日（金） 

18 日（月・ 

19 日（火） 

 

20 日（水） 

 

21 日（木） 

22 日（金） 

 

25 日（月） 

26 日（火） 

全校朝会 

児童委員会④ 

電話教育相談（～６日） 

子ども挨拶ウィーク（中学年） 

１・２年生 TV 読み聞かせ 

図書返却（～12 日） 

食指導「飲み物と健康」（全学年） 

６年 TV 読み聞かせ（SDGｓについて） 

クラブ活動④ 

中休みふれあい遊び（１・４年生） 

５・６年生 TV 読み聞かせ 

中休みふれあい遊び（２・３年生） 

ALT 来校 

中休みふれあい遊び（５・６年生） 

ALT 来校 

夏休み図書貸し出し（１・２年生） 

夏休み図書貸し出し（３・４年生） 

祝）海の日 

夏休み図書貸し出し（５・６年生） 

子ども挨拶ウィーク（低学年） 

３・４年生 TV 読み聞かせ 

修学旅行１日目（小樽・洞爺・白老方面） 

修学旅行２日目 

６年生振替休業日 

夏休み図書貸し出し（５年生） 

１学期終業式（短縮４時間授業給食無し） 

夏季休業日（～８月 19 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 教育相談期間（７月４日～７月６日） 】 

 先日配付した「教育相談実施の御案内」のとお

り、電話による教育相談を行います。担任に相談した

いことがある御家庭は、学校までお電話ください。電

話をお受けできる時間は以下のとおりです。 

 ・５時間授業の学年 14：50～16：45 

 ・６時間授業の学年 15：30～16：45 

 御家庭での過ごし方（生活・学習）や学校での過

ごし方に関することなど、遠慮なく御相談ください。 

（学校電話番号 643-1133 ） 

【 １学期終業式 】 

 児童は短縮４時間授業で下校します。下校時刻は 12 時頃

の予定です。給食はありません。上靴や濡れた雑巾も持ち帰り

ますので、持ち帰りやすいようビニール袋等をお子さんに持たせ

てください。 

【 ALT : Nakamura Fumiko 先生 】 

 今年度のALT(Assistant Language Teacher）は

ナカムラ ﾌﾐｺ先生です。20 年以上お住まいだった

テキサス州から日本に移住されました。これから１年

間、外国語専科の吉田みゆき先生と一緒に、外国

語及び外国語活動の指導を行います。 

【 水泳学習参加確認票 】 

７月からの水泳学習開始に伴い、後日、保健便り（水泳学習

用）が配付されます。「朝の健康チェックの仕方」や「水泳学習を

行うときの約束」が記載されていますので、お子さんと一緒に御確

認ください。 

また、今週から「水泳学習参加確認票」が追加された健康チェ

ックカードに変更しています。水泳学習がある日は、「参加の可

否」の欄の「する・しない」に必ず記入をお願いします。日程や持ち

物等については、学年便りで御確認 

ください。 

【 修学旅行（小樽・洞爺・白老） 】 

 ６年生が小樽・洞爺・白老方面に修学旅行に行

き、北海道を代表する以下の文化や遺産などに触れ

てきます。 

・小樽の工芸 

・入江・高砂貝塚 

・有珠山 

・ウポポイ民族共生象徴空間 

これから出発までの間、調べ学習を進めます。予

備知識を増やしつつ、関心を高めながら、各自が疑

問や課題をもって修学旅行に臨みます。 

【 夏休みのラジオ体操について 】 

 グラウンドでのラジオ体操が中止されてから３年が

経ちました。北海道神宮でのラジオ体操の再開に伴

い、小学校でも実施に向けた検討を進めましたが、運

営者が確保できない見通しとなったことから、今年度

も実施を見送ることにいたしました。 

 次年度以降の実施の可否につきましては、運営者

や指導者、当日のお手伝いなどの担い手が確保でき

るかどうか、町内会や PTA 事務局の皆様と検討を

進めてまいります。 

【 ７月分の学校徴収金自動引落日 】 

７月２７日（水） 
お忘れの無いようにお願いします。なお、３年生と

５年生は行事費も引き落としとなります。行事後に

配付するお便りにて詳細を御確認ください。 


